
取扱説明書・保証書
　このたびは、当社製品をお買い上げいただき
まして、誠にありがとうございます。正しくご
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく
お読みください。なお、お読みになられたあと
もいつでも見られるように大切に保存してくだ
さい。

も　く　じ

安全上のご注意･･･････････････････････････ P. 2 ～ 3
各部の名称とはたらき･･････････････････････････P. 4
使用前の準備･･････････････････････････････････P. 5
正しい使いかた･･････････････････････････P. 6 ～ 17
　メニュー別の手順･･･････････････････････ P. 6 ～ 7
　1-1. ホットコーヒー・アイスコーヒーの容器 ･････P. 8
　1-2. コーヒーフラッペ・フラッペ・

スムージーの容器 ･･･････････････････････P. 9
　2. コーヒー抽出の準備 ･･･････････････ P. 10 ～ 11
　3-1. ホットコーヒーを作る ･････････････････ P. 12
　3-2. アイスコーヒーを作る ･････････････････ P. 13
　3-3. コーヒーフラッペを作る ･･･････････････ P. 14
　3-4. フラッペを作る ･･･････････････････････ P. 15
　3-5. スムージーを作る ･････････････････････ P. 16
　4. 調理が終わったら ･･･････････････････････ P. 17
お手入れと保存････････････････････････ P. 17 ～ 18
修理・サービスを依頼する前に･････････････････ P.19
アフターサービスについて････････････････････ 裏表紙
保証書･･････････････････････････････････････ 裏表紙

仕　　様
型 名 QCR-85A／QCR-85B
電 源 AC100V　50/60 Hz
定格消費電力 コーヒーメーカー機能：600W　ミキサー機能：250W
種 類 ドリップ式（水容器着脱式）

保温装置の有無 無
最大使用水量 530ml（水タンク）
定格容量 800ml（ジュース容器）
定格時間 ２分（ミキサー）
外形寸法 約 幅 15×奥行き32×高さ41cm

質　　量
約3.5kg
約 3.8kg（真空ステンレスサーバー使用時）

電源コード長さ 約1.5 ｍ
付属品 ジュース容器ふた×1、計量スプーン×1、取扱説明書・保証書 ×1、オリジナルレシピ×1

仕様等は改善・改良のため、予告なく変更することがあります。 ●
この製品を使用できるのは日本国内のみで、海外では使用できません。 ●

 (This unit can not be used in foreign countries as designed for Japan only.)

Quattro Choice　QCR-85A／QCR-85B
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安全上のご注意
ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。●
ここに示した注意事項は安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。●
お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに、必ず保存してください。●

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を示
します。
（物的損害とは、家屋 ･家財 ･家畜 ･ペット等にかかわる拡大損害を示します。）

図記号の意味と例
は、「してはいけないこと」を意味しています。具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や

文章で示しています。（左図の場合は、「分解禁止」を示します。）

は「必ずすること」を意味しています。具体的な強制内容は、 の中や近くに絵や文章で示
しています。（左図の場合は、「電源プラグをコンセントから抜くこと」を示します。）

警告
交流100Ｖ以外では使用しない。
感電や火災の原因になります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無
理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、束ねたり、
重いものを乗せたり、挟み込んだりしない。
感電や発熱・火災の原因になります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し
込みがゆるいときは使用しない。
感電・ショート・発火の原因になります。

禁止

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところでは使用
しない。
けが・やけど・感電の原因になります。

本体のすき間にピンや針金などの金属物等、異物を入
れない。
感電・けがの原因になります。

ジュース容器の中に指や箸、スプーンなど調理食材以外
のものを入れない。
けがや故障の原因になることがあります。

業務用として使用しない。調理以外に使用しない。
本製品は家庭用・調理用として設計・製造されています。
業務用としての使用、調理以外の使用は、絶対しない
でください。

使用禁止

異常時（こげ臭い、発煙など）は電源プラグを抜き、使
用しない。
感電・火災の原因になります。

使用温度範囲外（0° C以下、40° C以上）では使用せず、
使用温度範囲内でも1分間以上の連続使用をしない。
故障の原因になります。

不安定なところやカーテンなどの可燃物の近く、熱に弱い
ものの上では使用しない。
けが・やけど・故障・火災の原因になります。

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込む。
感電・ショート・発火の原因になります。

指示

定格15Ａ以上のコンセントを単独で使う。
他の器具と併用すると分岐コンセント部が発熱して発
火することがあります。

電源プラグの刃および刃の取り付け面にホコリが付着し
ているときはふきとる。
ホコリが付着したまま電源プラグを差し込むと、ショー
ト・火災の原因になります。

プラグを抜く

使用後は電源プラグをコンセントから抜く。
火災や故障の原因になります。

お手入れのときは、安全のため電源プラグをコンセント
から抜く。
感電・火災・けがの原因になることがあります。

分解禁止

分解しない。また、修理技術者以外の人は修理しない。
感電・火災・けがの原因になります。修理は販売店ま
たはドウシシャお客様相談室（裏表紙参照）にご相談
ください。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

水ぬれ禁止

本体を水につけたり、水をかけたりしてぬらさない。
本体を水洗いしない。
感電・ショートの原因になります。
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注意
運転は部品と付属品を正しく取り付けてから行なう。
故障の原因になることがあります。

指示

電源プラグを抜くときは電源コードを持たずに必ず電源
プラグをもって引き抜く。
感電やショートの原因になることがあります。

調理する量、水分、食材に十分注意して運転する。
・容量が最大（800ml）超、または全体の1/4より少ない
・ 水分が少ない・粘り気の多い食材のみ・固い食材のみ
など、故障の原因になることがあります。

お手入れは本体が冷めてから行なう。
やけどの原因になることがあります。

接触禁止

ドリップ中や使用直後、高温部に手を近づけない。特
に乳幼児の手が触れないように、十分注意する。
やけどの原因になることがあります。

壁や家具の近くで使わない。
熱で壁や家具が変形や変色したり、火災の原因になる
ことがあります。

直射日光があたる場所、火や熱源の近くでは使用しない。
変形、故障の原因になります。

禁止

変形や破損のあるときは、使用しない。
感電や火災・やけどの原因になります。

電源コードが引っ張られた状態で使用しない。
断線などをおこし、火災や感電、やけどの原因になり
ます。

電源コードを束ねたまま使用しない。
火災の原因になります。

ふたにふきんなどをかけてふさがない。
変形や変色の原因になることがあります。

本体に水やコーヒーや調理物が入った状態で、本体を動
かさない。
やけどやけが、破損の原因になることがあります。

決められた容量以上のコーヒー粉・水を入れない。
コーヒーがあふれ出して、やけどや故障の原因になるこ
とがあります。

お手入れのときは住宅用洗剤・シンナー・ベンジン・ア
ルコール・磨き粉などを使わない。
変色・変形・感電・故障の原因になります。

水タンクに水以外のものを入れない。
熱湯があふれ出して、やけど、詰まりの原因になること
があります。

禁止

ドリップ中にジュース容器をはずさない。
変形・故障・やけどの原因になります。

40°Ｃ以上の熱い食材や液体を氷が入っていないジュー
ス容器に入れない。
ふきこぼれによるやけどやジュース容器の割れ・変形に
よってけがの原因になることがあります。

食材が多すぎたり、その他の原因で回転が止まったとき
は、そのままの状態で使わない。
けがや故障の原因になることがあります。

空回ししない。
けがや故障の原因になることがあります。

お手入れするときは、食器用洗浄機、食器用乾燥機を
使用しない。
熱により変形したり故障の原因になることがあります。

大きな氷や市販の氷（ロックアイス）などを使用しない。
破損や故障の原因になることがあります。
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各部の名称とはたらき

電源コード

電源プラグ

水タンク

本体

回転台

ジュース
注ぎ口

カッター
ベース

ジュース
容器ふた

取っ手

取っ手

操作ボタン

フィルターカップ
（本体に取付済）

メッシュフィルター
（本体に取付済）

計量スプーン
（1さじ約6g）

梱包部品一覧
お買い上げ後、部品があるか確認してください。

本体 .................................................................... 1 個
水タンク ............................................................ 1 個
水タンクふた .................................................... 1 個
真空ステンレスサーバー ................................. 1 個
真空ステンレスサーバーふた（パッキン装着済） ..1 個
ジュース容器 .................................................... 1 個
ジュース容器ふた（パッキン装着済） ............ 1 個

カッターベース（ジュース容器に装着済） .... 1 個
メッシュフィルター ......................................... 1 個
フィルターカップ ............................................. 1 個
計量スプーン .................................................... 1 個
レシピ ................................................................ 1 個
取扱説明書（保証書含む） ............................... 1 個

※ お買い上げの際、製品の箱に入っていた包装部材は、使用後、製品を収納するときに必要ですので保存
してください。

ふたつまみ
水タンクふた

ふた

真空ステンレス
サーバーふた真空ステンレス

サーバー注ぎ口

ジュース容器 真空ステンレス
サーバー

本体
ベース部

4
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使用前の準備

初めて使用するとき
ジュース容器、ジュース容器ふた、真空ステンレスサーバー、真空ステンレスサーバーふた、メッシュフィルター、フィルター• 
カップ、計量スプーン、水タンク、水タンクふた、カッターベースを17～18ページのお手入れの方法に従って洗ってください。
コーヒーメーカー機能を初めてご使用になるときや、長い間ご使用にならなかったときは、コーヒー粉を入れないで真空ステ• 
ンレスサーバーを取り付け、2～3回水だけでドリップをしてからご使用ください。
使い始めはプラスチックの臭いがすることがありますが、しだいに臭いは少なくなります。• 

注意

ふたを開けるときは、操作部の左上を押さ• 
える。
本体が転倒する恐れがあります。
フィルターカップの注ぎ口の下に手を置か• 
ない。
熱湯・熱いコーヒーが滴ってくることがあ
り、やけどの原因になります。

ふた

本体ベース

注ぎ口

使用前の準備
本体を安定した水平なところに設置1. 
する
熱や振動に強い、安定した水平な台の上に設• 
置してください。
購入後初めて使用するときは、本体以外の部• 
分を十分に洗って十分乾燥させてから使用し
てください。
カッターベース・各ふたのパッキン2. 
が正しく取り付けられているか確認
する
（１８ページ参照）

本体は壁や周囲から適当な距離を保って
ください
本体は以下のように設置してください。
次のような場所では使用しないでください。
カーテンや壁、家具など可燃物の近く• 
熱に弱い敷物の上• 

 本体は安定した水平な台などの上に設置してく• 
ださい。
 本体が熱くなったり、ふた周辺から蒸気が出ま• 
すので、右の図のように周囲から適当な距離を
保ってお使いください。
振動も起こりますので、動きに強い、十分安定• 
した場所に設置してください。

上方30cm以上

前方20cm以上

後方10cm以上

左側10cm以上
右側10cm以上

氷を用意する
氷を使用するメニューのときは氷を前もって準備しておく
ことが必要です。
冷蔵庫にて氷を作っておいてください。• 
2cm～ 3cm角程度のサイズの氷を準備してください。• 
氷が大きすぎたり小さすぎると、うまく本機のカッターで砕• 
いたりすることができず、調理することができません。
一般的に販売されているロックアイスは硬く、本機で使• 
用できません（カッターでの調理ができません）。
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正しい使いかた

ホットコーヒー
Hot Coffee

アイスコーヒー
Ice Coffee

コーヒーフラッペ
Coffee Frappe

フラッペ
Frappe

スムージー
Smoothie

メニューボタンメニュー別の手順
本機では5つのメニューボタンにより5種類のメ
ニューを生成することができます。
メニューによって準備のしかた（容器の使用方法、
材料の入れかたなど）が違いますので、右の表か
ら準備する内容を確認してください。

Coffee Frappe

Frappe

Hot Coffee Ice Coffee

Smoothie

電源ボタン

準備するもの

・コーヒー粉
・水

・コーヒー粉
・水
・氷

・コーヒー粉
・水
・氷
・お好みの材料

・氷
・お好みの材料

・氷
・お好みの材料

6
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真空ステンレス
サーバー ジュース容器

2.コーヒー抽出の準備1-1.1-2　使用する容器

真空ステンレス
サーバー ジュース容器

ジュース容器

•コーヒーの準備
コーヒー粉(計量スプーン)

最大 4杯
•水タンクの準備

マーク
1～4カップ
10ページ～

ジュース容器ふた

真空ステンレスサーバーふた

お好みの材料

ジュース容器

ジュース容器

お好みの材料

お好みの材料

3-1.ホットコーヒーを作る
Hot Coffee

➡12ページ

3-2.アイスコーヒーを作る
Ice Coffee

➡13ページ

3-3.コーヒーフラッペを作る
Coffee Frappe

➡14ページ

3-4.フラッペを作る
Frappe

➡15ページ

3-5. スムージーを作る
Smoothie

➡16ページ

真空ステンレスサーバーふた

ジュース容器ふた

ジュース容器ふた

•コーヒーの準備
コーヒー粉(計量スプーン)

最大 7杯
•水タンクの準備

マーク
120ml ～ 150ml
10ページ～

•コーヒーの準備
コーヒー粉(計量スプーン)

最大 5杯
•水タンクの準備

マーク
2カップ

10ページ～

7
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アイスコーヒーの場合
真空ステンレスサーバーに氷を入れ、真空ステンレ
スサーバー用ふたを取り付け、ジュース容器に取り
付けてください。

ホットコーヒーの場合
真空ステンレスサーバーに真空ステンレスサー
バー用ふたを取り付け、ジュース容器に取り付け
てください。

正しい使いかた (つづき )

1-1. ホットコーヒー・アイスコーヒーの容器

真空ステンレス
サーバー ジュース容器 真空ステンレスサーバー ジュース容器

真空ステンレスサーバーふた 真空ステンレスサーバーふた

メニューに合わせて真空ステンレス1. 
サーバー＋ジュース容器を準備する

本体ベース部にジュース容器（真空2. 
ステンレスサーバー付）をセット
し、イラストの矢印方向に回転させ
てロックする
ジュース容器にある を本体ベース部正面の に
合わせてセット、ジュース容器を回転させて を本
体ベース部正面の に合わせてロックする。
ジュース容器の取っ手が手前を向いて、ロッ
クされたら、準備完了です。

アイスコーヒーを作るときの氷の量
真空ステンレスサーバーに入れる氷の量は最大で
ふた取付部（黒色部）から1cm程度スペースが
あく程度までにしてください。それ以上入れるとふ
たが閉まらなくなります。
氷の量が多いとコーヒーは十分に冷えますが薄め
になり、また量が少ないとコーヒーは濃いめにな
りますが、冷えにくくなります。

注意
入れる氷の量に十分注意する。
最大容量を超えないようにし、ドリップされる
コーヒー量も追加されます。

 セット ロック

ジュース容器を上から見た図※ 
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1-2.コーヒーフラッペ・フラッペ・スムージーの容器

スムージーの場合
かたいものから順に入れ、最後に液体を入れてくだ
さい。

ジュース容器

ジュース容器ふたお好みの材料

ジュース容器

ジュース容器

お好みの材料

お好みの材料

ジュース容器ふた

ジュース容器ふた

コーヒーフラッペの場合
ジュース容器に氷とお好みの材料を入れ、ジュース
容器ふたを取り付けてください。

フラッペの場合
ジュース容器に氷とお好みの材料を入れて、ジュー
ス容器ふたを取り付けてください。

メニューに合わせてジュース容器に1. 
材料を入れてふたをする 注意 入れる氷や材料などの量に十分注意する。

最大容量を超えないようにします。

本体ベース部にジュース容器をセッ2. 
トし、イラストの矢印方向に回転さ
せてロックする
ジュース容器にある を本体ベース部正面の
に合わせて取り付け、ジュース容器を回転さ
せて を本体ベース部正面の に合わせてロッ
クする。
ジュース容器の取っ手が手前を向いて、ロッ
クされたら、準備完了です。

 セット ロック

 液体を入れる前に氷を入れます。• 
 • ジュース容器に印刷されている、800ml(MAX)
の線以上は入れないでください。
 ジュース容器に印刷されている、定格容量• 
（最大容量）の線以上は入れないでください。
 40° C 以上の熱い食材や液体を氷が入ってい• 
ないジュース容器に入れないでください。
 食材が少なすぎても正常に運転しません。• 
食材はジュース容器のおよそ1/4 以上、入
れるようにしてください。
 固体の食材は2cm角くらいに切ってから、• 
入れてください。
 氷を入れるときは液体を入れる前に入れてく• 
ださい。
 氷はジュース容器に印刷されている• 300g
の線以上は入れないでください。

ジュース容器を上から見た図※ 

※ ジュース容器に入れる氷や材料の量は、付属の
レシピに記載していますので、確認してください。
※ ジュース容器の氷の線に表示した氷の質量 300
ｇ、 200ｇ、 100ｇは目安です。氷の大きさや
形で質量は変化します。

9
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コーヒーの準備（ホットコーヒー・ア
イスコーヒー・コーヒーフラッペ）
ふたを開けフィルターカップを本体1. 
に取り付ける
フィルターカップのつまみを手前に回して
フィルターカップの▼と本体の▼を合わせ
ロックしてください。
［メッシュフィルターをご使用の場合］
フィルターカップにメッシュフィルターを取
り付けてください。
フィルターカップが正確に取り付けられて※ 
いないと、ドリップされずにコーヒーがあ
ふれ出し、やけどや故障の原因になります。

2. コーヒー抽出の準備

メッシュ
フィルター

フィルター
カップ

紙フィルター

紙フィルターの折りかた・入れかた

正しい使いかた (つづき )

ふた

ロック

つまみ

つまみ

［紙フィルターをご使用の場合］
フィルターカップに紙フィルターを取り付け
てください。
紙フィルターを使用するときはメッシュ※ 
フィルターは取り付けないでください。
市販の紙フィルターは、1×2 または102※ 
をお求めください。
右図のように紙フィルターのとじ部を折り、※ 
フィルターカップに広げて入れてください。

10
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カップ数に合わせてコーヒー粉を入2. 
れてふたをする
コーヒーフラッペのコーヒー粉の量は付属のレ※ 
シピに記載していますので、確認してください。
ホットコーヒー・アイスコーヒーは最大5杯、• 
コーヒーフラッペは最大7杯を超えてコー
ヒー粉を入れないでください。

 　 コーヒーがこぼれてやけどの原因になること
があります。

注意 コーヒー粉は、細びき粉を使用しない。

水タンクにカップ数に合わせて適切3. 
量の水を入れてから本体に取り付
け、水タンクふたを取り付ける
コーヒーフラッペの氷の量および水の量は※ 
付属のレシピに記載していますので、確認
してください。
最大目盛り「MAX」を超えて水を入れない• 
でください。

注意

水タンクのまわりの水滴を十分にふき取っ• 
て取り付ける。
感電やショートの原因になることがあります。
水は、最大目盛り以上入れない。• 
本体に水やコーヒーが入った状態で、本体• 
を持ち運ばない。
 水タンクに水以外のものを入れない。• 
故障や変形の原因になります。
水を入れたままにしない。• 
使用中止したときなどは、必ず水を捨てて
おいてください。故障の原因になります。

水タンクの水位目安 サイズの目安
コーヒーカップ（ホットコーヒー）約120ml
ガラスコップ（アイスコーヒー）約180ml

約 4カップ分

150ml 分

120ml 分

約 3カップ分

約2カップ分
アイスコーヒー
約2カップ分
約1カップ分

水を入れる
目安
コーヒーフラッペ
のとき

ふた

水タンク

水タンクふた
水タンク

カップ数

コーヒー粉の目安
（付属の計量スプーンすり切りで計った場合）

ホットコーヒー
コーヒーカップ約120ml

アイスコーヒー
ガラスコップ約180ml

1カップ 1.5 杯 ―
2カップ 2.5 杯 5杯
3カップ 3杯 ―
4カップ 4杯 ―

11
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3-1. ホットコーヒーを作る
事前に 2. コーヒー抽出の準備（10ページ）を
行なってください。

ジュース容器に真空ステンレスサー1. 
バーが取り付けてあり、ジュース容
器が本体に正しく取り付けられてい
ることを確認する（右図参照）
水タンクに入れている水の量を確認2. 
する（11ページ参照）
電源プラグをコンセントに差し込む3. 

4. 電源ボタンを押す
5つのメニューボタンのランプが点灯してスタ
ンバイ状態になります。
 5. Hot Coffee ボタンを押す
ボタンが点滅し、ドリップが開始されます。
ジュース容器をロックしていないと、運転※ 
しません（8ページ）。

警告
ドリップ中はふたの周辺や蒸気口から蒸気が
出るので顔や手を近づけない。
やけどの原因になります。

注意 空だきはしない。
故障の原因になります。

［途中で運転を停止する場合］
Hot Coffeeボタンを1度押すと、ボタンの

点滅が早くなり、運転が一時停止します。
もう1度 Hot Coffeeボタンを押すと、運転
が再開します。
※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

［途中で運転を終了する場合］
Hot Coffeeボタンを1度押すとボタンの点

滅が早くなり、運転が一時停止します。
そのまま運転を終了するときは、 電源ボタ
ンを押してください。
 ※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

ドリップが終了したら、ブザーが鳴り、6. 
Hot Coffeeボタンが点灯する

ジュース容器を取りはずす7. 
ジュース容器の取っ手を右に回してジュース容器
にある▼を本体ベース部正面の に合わせ取
りはずします。

Coffee Frappe

Frappe

Hot Coffee Ice Coffee

Smoothie

正しい使いかた (つづき )

ドリップ完了後、ジュース容器をすぐに取りはず• 
さないでください。（約2～3分間お待ちくだ
さい。）コーヒーが滴下する恐れがあります。
コーヒーを注ぐ8. 

ジュース容器から真空ステン
レスサーバーの取っ手を持っ
て取りはずします。

真空ステンレスサーバーふたを取りはずし、マ• 
グカップに注いでください。
真空での保温以外の保温機能はありませんの• 
で早めにお召し上がりください。
　

 ※ ふたをした状態では注ぐこと
ができません。

➡「4. 調理が終わったら」（１７ページ）

真空ステンレスサーバ－ふたのはずしかた
ふたの凹みに指を入れ、Unlock の方向へ回転させ
て、持ちあげるように取りはずしてください。

凹み

取っ手

  

注意
真空ステンレスサーバ－ふたは取っ手を
持って回さない。
取っ手が破損します。

真空ステンレス
サーバーふた

真空ステンレスサーバー
ジュース容器の取っ手

　電源ボタン
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事前に 2. コーヒー抽出の準備（10ページ）を
行なってください。

ジュース容器に真空ステンレスサー1. 
バーが取り付けてあり、ジュース容器
が本体に正しく取り付けられているこ
とを確認する（右図参照）
水タンクに入れている水の量を確認2. 
する（11ページ参照）
電源プラグをコンセントに差し込む3. 

4. 電源ボタンを押す
5つのメニューボタンのランプが点灯してスタ
ンバイ状態になります。
Ice Coffee ボタンを押す5. 
ボタンが点滅し、ドリップが開始されます。
ジュース容器をロックしていないと、運転※ 
しません（8ページ）。

警告
ドリップ中はふたの周辺や蒸気口から蒸気が
出るので顔や手を近づけない。
やけどの原因になります。

注意 空だきはしない。
故障の原因になります。

［途中で運転を停止する場合］
Ice Coffee ボタンを1度押すとボタンの

点滅が早くなり、運転が一時停止します。
もう1度 Ice Coffeeボタンを押すと、運転
が再開します。
 ※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

［途中で運転を終了する場合］
Ice Coffee ボタンを1度押すとボタンの

点滅が早くなり、運転が一時停止します。
そのまま運転を終了するときは、 電源ボタン
を押してください。
 ※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。
ドリップが終了したら、ブザーが鳴6. 
り、Ice Coffee ボタンが点灯する
ジュース容器を取りはずす7. 
ジュース容器の取っ手を右に回してジュース容器
にある▼を本体ベース部正面の に合わせ取
りはずします。

3-2. アイスコーヒーを作る
Coffee Frappe

Frappe

Hot Coffee Ice Coffee

Smoothie

ドリップ完了後、ジュース容器をすぐに取りはず• 
さないでください。（約2～3分間お待ちくださ
い。）コーヒーが滴下する恐れがあります。
コーヒーを注ぐ8. 

ジュース容器から真空ステン
レスサーバーの取っ手を持っ
て取りはずします。

真空ステンレスサーバーふたを取りはずし、
マグカップなどに注いでください。
　  ※ ふたをした状態では注ぐこと

ができません。

➡「4. 調理が終わったら」（１７ページ）

真空ステンレスサーバ－ふたのはずしかた
ふたの凹みに指を入れ、Unlock の方向へ回転させ
て、持ちあげるように取りはずしてください。

凹み

取っ手

  

注意
真空ステンレスサーバ－ふたは取っ手を
持って回さない。
取っ手が破損します。

真空ステンレス
サーバーふた

真空ステンレスサーバー
ジュース容器の取っ手

　電源ボタン
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Coffee Frappe

Frappe

Hot Coffee Ice Coffee

Smoothie

3-3. コーヒーフラッペを作る
事前に 2. コーヒー抽出の準備（10ページ）を
行なってください。

ジュース容器に材料が入れてあり、1. 
本体に正しく取り付けられているこ
とを確認する（右図参照）
水タンクに入れている水の量を確認2. 
する（11ページ参照）
電源プラグをコンセントに差し込む3. 

4. 電源ボタンを押す
5つのメニューボタンのランプが点灯してスタ
ンバイ状態になります。

5. Coffee Frappeボタンを押す
ボタンが点滅し、ドリップが開始されます。
ジュース容器をロックしていないと、運転※ 
しません（8ページ）。

警告
ドリップ中はふたの周辺や蒸気口から蒸気が
出るので顔や手を近づけない。
やけどの原因になります。

注意 空だきはしない。
故障の原因になります。

［途中で運転を停止する場合］
Coffee Frappeボタンを1度押すとボタンの

点滅が早くなり、運転が一時停止します。
もう1度 Coffee Frappeボタンを押すと運転
が再開します。
 ※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

［途中で運転を終了する場合］
Coffee Frappeボタンを1度押すとボタン

の点滅が早くなり、運転が一時停止します。
そのまま運転を終了するときは、 電源ボタ
ンを押してください。
※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

ドリップが終了したら、ブザーが36. 
回鳴り、自動でカッターの回転が開
始される

正しい使いかた (つづき )

カッターの回転が約１分間続いたあ7. 
と、自動で回転が止まってブザーが
鳴り、 Coffee Frappeボタンが
点灯する
氷の滑らかさが足りない（氷が砕け8. 
きっていない）ときは、お好みによ
りスムージー機能で追加でカッター
を回す
「3-5. スムージーを作る」（16ページ）

ジュース容器を取りはずす9. 
ジュース容器を回転させてジュース容器の を
本体正面にある に向けて取りはずします。
ジュース容器の取っ手が右側を向くとロック
が解除され、電源が切れます。

 ロック ロック解除　

ジュース容器を上から見た図※ 

➡「4. 調理が終わったら」（１７ページ）

ジュース容器
ふた

ジュース容器
ジュース容器の取っ手

　電源ボタン
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3-4. フラッペを作る
ジュース容器に食材が入れてあり、1. 
本体に正しく取り付けられているこ
とを確認する（右図参照）
電源プラグをコンセントに差し込む2. 

3. 電源ボタンを押す
5つのメニューボタンのランプが点灯してスタ
ンバイ状態になります。

4. Frappeボタンを押す
ボタンが点滅し、自動でカッターの回転が開始
されます。
ジュース容器をロックしていないと、運転※ 
しません（8ページ）。

カッターの回転が約１分間続いたあ5. 
と、ブザーが鳴って Frappeボタ
ンが点灯する
［途中で運転を停止する場合］
Frappeボタンを1度押すとボタンの点滅が

早くなり、運転が一時停止します。
もう1度 Frappeボタンを押すと運転が再開
します。
 ※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

そのまま運転を終了するときは、 電源ボタン
を押してください。
［途中で運転を終了する場合］
Frappeボタンを1度押すとボタンの点滅が

早くなり、運転が一時停止します。
そのまま運転を終了するときは、 電源ボタン
を押してください。
 ※ 電源ボタンを押さなくても一時停止した
状態で、約5分後に自動で電源が切れます。

氷の滑らかさが足りない（氷が砕け6. 
きっていない）ときは、お好みによ
りスムージー機能で追加でカッター
を回す
「3-5. スムージーを作る」（16ページ）

Coffee Frappe

Frappe

Hot Coffee Ice Coffee

Smoothie

ジュース容器
ふた

ジュース容器
ジュース容器の取っ手

ジュース容器を取りはずす7. 
ジュース容器を回転させてジュース容器の を
本体正面にある に向けて取りはずします。
ジュース容器の取っ手が右側を向くとロック
が解除され、電源が切れます。

 ロック ロック解除　

ジュース容器を上から見た図※ 

➡「4. 調理が終わったら」（１７ページ）

　電源ボタン
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3-5. スムージーを作る
ジュース容器に食材が入れてあり、1. 
本体に正しく取り付けられているこ
とを確認する（9ページ参照）
電源プラグをコンセントに差し込む2. 

3. 電源ボタンを押す
5つのメニューボタンのランプが点灯してスタ
ンバイ状態になります。

4. Smoothieボタンを押し運転を開
始／停止する
Smoothieボタンを押すとボタンが点滅し

運転を開始します。
• Smoothieボタンをもう一度押すとボタ
ンが点灯し運転が停止します。
 • Smoothieボタンをも
ジュース容器はロックしていないと、運転※ 
しません（8ページ）。
安全のため2分間動作した場合、自動でモー※ 
ターが止まりボタンが点灯します。

警告

2分間連続運転を行なったあとは一度電源を• 
切り、必ず4分間以上運転をしない。
異常音がしたり振動が大きいとき、回転が止• 
まりそうなとき、または回転しないときは運転
を停止する。
  ジュース容器を取りはずし食材を減らして
ください。

注意
食材が細かくならないときは運転を停止する。
本体からジュース容器を取りはずし、上下に
振ってから再度取り付け運転を再開してくだ
さい。

Coffee Frappe

Frappe

Hot Coffee Ice Coffee

Smoothie

正しい使いかた (つづき )

ジュース容器ふた

ジュース容器
取っ手

電源ボタン

ジュース容器を取りはずす5. 
ジュース容器を回転させてジュース容器の を
本体正面にある に向けて取りはずします。
ジュース容器の取っ手が右側を向くとロック
が解除され、電源が切れます。

 ロック ロック解除　

ジュース容器を上から見た図※ 

➡「4. 調理が終わったら」（１７ページ）
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電源プラグをコンセントから抜く1. 

警告
使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
 絶縁劣化による感電、漏電、火災の原因にな
ります。

4. 調理が終わったら

お手入れと保存
警告 お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めたことを確認する。

感電やけが、やけどの原因になります。

お願い
住宅用洗剤やシンナー、ベンジン、アルコール、
磨き粉などは絶対に使わないでください（変形・
変色の原因になります）。
本体は水をかけて洗わないでください（感電・故
障の原因になります）。

本体のお手入れ
ぬるま湯か食器用中性洗剤（柑橘系を除く）に浸
してかたくしぼった柔らかい布でふきとり、さら
に乾いた布でやさしくからぶきをしてください（樹
脂部分は強くこすらないでください。傷つきの原
因となることがあります）。

本体以外のお手入れ
本体以外はすべて水洗いすることができます。
カッターベース・真空ステンレスサーバーふた・
ジュース容器ふたのパッキンを取りはずし、食器
用中性洗剤（柑橘系を除く）を入れたぬるま湯に
浸し、時間をおいてからスポンジやブラシなどで
洗ってください。すべて十分にすすいで、よく乾
燥させます。
カッターべースの取りはずしかたは18ページ参照。※ 
パッキンの取りはずしかたは18ページ参照。※ 

お湯の出が悪くなったとき
1.  レモン汁 1個分（タネと絞りかすを除く）
と水2カップを、マグカップに入れてよく
かき混ぜます。

2.  かき混ぜたレモン汁を水タンクに入れ、コー
ヒーを作るときと同じ操作をします。

3.  1. と 2. を 2 回繰り返したあと、マグカッ
プの水を捨てます。

4.  水だけで 2～3回ドリップし、レモンのに
おいをとります。

警告

本体を水につけたり、水をかけたりして濡• 
らさない。
感電・ショートの原因になります。
カッターベースを水洗いするときは、けが• 
の原因になるため、刃に触れない。
刃のお手入れは歯ブラシなどを使用して、
慎重に行なってください。

17 ▶▶つぎのページにつづく▶▶
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お手入れと保存 (つづき )

メッシュフィルター・フィルター
カップ・ジュース容器・真空ステン
レスサーバーのお手入れ
水またはぬるま湯で汚れを落とし、さらに乾いた
布でやさしくからぶきをしてください（樹脂部分
やメッシュフィルターは強くこすらないでくださ
い。傷つきや破損の原因となることがあります）。
※食器洗い機や食器乾燥機は使用しないでください。

パッキンの取りはずしかた
カッターベース・真空ステンレスサーバーふた・
ジュース容器ふたにあるパッキンは取りはずすこ
とができます。お手入れのときには取りはずして
ください。
カッターベースと真空ステンレスサーバーふたの
パッキンはつまようじ（とがっている側）を凹部
に差し込みパッキンを浮かせ、カッターの刃に注
意しながら慎重に取りはずします
 ※  パッキンを傷つけてしまうため、千枚通しやク
リップなどの金属は使用しないでください。

ジュース容器ふたのパッキンは指で持ち上げるよ
うして取りはずします

パッキンの取り付けかた
取りはずしたパッキンは、正しく取り付けないと、
水漏れの原因になります。以下の手順で正しく取
り付けてください。
1.  パッキンの溝に合わせて、パッキンをのせます
2.  パッキンがねじれないように全体を押し込んで
いきます

3.  最後にパッキンが浮いたり、ずれている箇所が
ないようにパッキンに沿ってなぞり、きちんと
はめます

※  パッキンの一部がねじられて溝に入っている
と、水漏れの原因になります。

保存のしかた
お手入れのあと、よく乾燥させてください。
ポリ袋などをかぶせ、お買い上げの商品が入って
いた箱に入れて、湿気のない場所に保存してくだ
さい。

警告
カッターベースを水洗いするときは、けがの
原因になるため、刃に触れない。
刃のお手入れはブラシなどを使用して、慎重
に行なってください。

パッキン

カッターベース

ジュース容器

つまようじ

カッターベース

パッキン

［カッターベースのはずしかた］

［カッターベースのパッキンのはずしかた］

［ジュース容器ふたのパッキンのはずしかた］

［真空ステンレスサーバーふたのパッキン
のはずしかた］

パッキン

つまようじ
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警告 修理技術者以外の人は分解したり修理をしない。
「故障かな？」と思ったときには次の点をお調べください。

症状 主な原因 処置
コーヒー関係
ドリップできない
コーヒーができない

電源プラグがコンセントに差し込• 
まれていない

電源プラグを正しく差し込む

水タンクに水が入っていない• 水タンクに水を入れる
コーヒー粉が入っていない• コーヒー粉を入れる

コーヒーがあふれる コーヒー粉か水を入れすぎている• コーヒー粉・水を適切な量を入れる
電源プラグをコンセントに
差していたのにコーヒーが
ぬるくなっている

本機には真空ステンレスサーバー• 
以外の保温機能は付いていません

コーヒーができたら、電源プラグを
コンセントから抜いて、ふたをして、
早めにお飲みください

コーヒーがぬるい 寒冷地など厳しい環境で使用して• 
いる

寒冷地などの使用環境の厳しい状況で
は充分な保温効果が得られません

ジュース容器・カッターベース関係
操作ボタンを押してもカッ
ターが回転しない

電源プラグが抜けている• 電源プラグをしっかり差し込む
食材が多すぎる• 食材を取り出して適切な量にする
食材が大きすぎる• 食材を取り出して適切な大きさにする
ジュース容器を回してロックしてい• 
ない

本体ベース部正面にある▲にジュー
ス容器にある▼を合わせて取り付け、
に合うまでジュース容器を回しロッ

クする
連続または断続で 2 分間以上、• 
運転させていた

電源ボタンを押し一度電源を切り、
必ず4分間以上あけてから使用する
（16ページ参照）

使用中運転が止まる
振動が大きい

食材が大きすぎる• 食材を小さくする
食材が多すぎる• 食材を少なくする

ジュース容器とカッター
ベースの間からもれる

ジュース容器とカッターベースが• 
正しく取り付けられていない

一度取りはずして、正しく取り付け、
確実に止まるまで締め付ける

パッキンが正しく入っていない• パッキンを正しく入れる　
ジュース容器とジュース容
器ふたの間からもれる

ジュース容器とジュース容器ふたが• 
正しく取り付けられていない

一度取りはずして、正しく取り付け、
確実に止まるまで締め付ける

パッキンが正しく入っていない• パッキンを正しく入れる
調理してから時間がたった• 

　 （調理物によっては、時間がたつと
発酵してガスが発生し、飲み口のふ
たをあけてしまうものがあります）

早めに飲むなどして中身をなくす

カッターがから回りする 食材の種類や組み合わせ、比率に• 
よってジュース容器壁面に付いた
り、分離してしまうことがあります

本体からはずして、上下左右に振る
などしてカッター周りに食材を落と
す・混ぜる

食材が少なすぎる• 食材を増やす（ジュース容器の1/4
程度は食材を入れてください）

　 　 　

長年ご使用のQuattro Choice はよく点検を
このような症状はありませんか？
電源コードや電源プラグが異常に熱い。• 
電源コードを動かすと、通電したり、しなかったりする。• 
こげ臭い匂いがする。• 
その他の異常・故障がある。• 

このような症状のときは、事故防止のため、コンセントか
ら電源プラグを抜いて、必ず販売店またはドウシシャお客
様相談室に点検をご相談ください。

修理・サービスを依頼する前に
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